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1 月例会 議事録（2020 年） 

 

開催日：2020 年 1 月 29 日（水） 

出席者：ＫＨ、ＮＫ、ＯＭ、ＨＳ、ＭＨ、ＹＴ 

資 料：「鉄筋コンクリ寿命 200 年」       ＫＨ 

「自転車の安全な利用促進ほか 13 件」 ＮＫ 

   

・・・・・議事録・・・・・ 

１．「鉄筋コンクリ寿命 200 年」について 

1）ＫＨさんが、読売新聞 2020 年 1 月 6 日の、新聞記事を読み上げた。 

2）ＩＨＩが、鉄筋コンクリートの気泡を減らす新技術を開発した。 

3）コンクリートを型枠に流し込む前に、独自に開発した特殊な装置で重力の 2  

倍の圧力と振動を加えることで内部の気泡（空気量）を減らす。 

4）気泡だけを抜き、気泡によるジャンカの発生を 7 割減らすことができた。 

5）気泡が減れば、雨水などが内部に浸透する速度が遅くなり、劣化が遅くなる。 

6）ただ、空気量が減れば、ワーカビリティが低下し、作業性が低下する問題が残る。 

7）そのため、現在では二次製品への応用を想定している。 

8）鉄筋コンクリートの寿命は、主として鉄筋が錆びることで決まる。その原因は、雨水や化学物質

が鉄筋に到達して反応するためである。 

9）気泡があれば、換算鉄筋かぶりがその分だけ小さくなり、外部からの空気や化学物質が到達しや

すくなる。 

10）コンクリートの劣化には、①ひびわれ、②中性化、③塩害、④アルカリシリカ反応、⑤凍害、⑥

化学的腐食、⑦疲労、⑧風化・老化、⑨火災がある。 

11）気泡を減らすことは、雨水、空気、化学的浸透など、外部からの侵入を減らすことに有効である。 

12）この技術は、②中性化、③塩害、⑤凍害、⑥化学的腐食に有効と考えられる。 

13）劣化が遅くなって、耐久性が従来の 100 年から 200 年に延びることになる。 

14）最終的は、インフラの長寿命化に役立つ。 

 

２．「自転車の安全な利用促進ほか 12 件」 

1）ＮＫさんが、「雑誌・道路」2018 年 10 月号を参考に編集した、以下 13 記事を説明した。 

①「自転車の安全な利用促進」②「自転車は“車のなかま”です」③「自転車 14 の危険行為」 

④「危険自転車に講習スタート福岡県内、90 人に警告票」⑤「自転車危険運転・全国 7924 件」 

⑥「自転車事故 重過失致死容疑」⑦「スマホ死亡事故に有罪判決」⑧「自転車で男性はね死なす」 

⑨「自転車保険 万一に備え、事故で高額賠償の恐れ」⑩「息子の自転車事故の賠償金 9500 万円」 

⑪「全国に先駆けて自転車保険加入を義務化（兵庫県）」⑫「自転車保険 問い合わせ増加」 

⑬「自転車保険 じわり加速」 

2）2018 年 6 月「自転車活用推進計画」が閣議決定され、自転車の走行環境整備の態勢が整った。 

3）道路交通法では、自転車は“軽車両”であり、本来は車道を走行するものである。 
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4）最近になって、自転車専用道、自転車レーン、自転車歩行者道など、が次第に整備されてきた。 

5）このうち、自転車歩行者道（自歩道）では、“混合交通の問題”が顕在化してきた。 

6）つまり、自転車の無謀運転によって、同じ歩道にいる歩行者に衝突する事故が多く発生した。 

7）2019 年に自転車危険運転で警察に摘発された件数は、全国 7924 件、自治体別では大阪が 2673

件で全国トップであった。 

8）自転車と衝突した歩行者が死亡するケースでは、民事で高額な賠償金が課されることがある。 

9）川崎市で 20 歳の女子大生が、77 歳の女性を死亡させた事故では、有罪判決で大学を中退した。 

 今後に、民事裁判を起こされた場合、高額の賠償命令が予想される。 

10）東京都で男子高校生が、24 歳の男性をはねた事故では、民事で 9266 万円の賠償が命じられた。 

11）神戸市で 11 歳の小学生が、62 歳の女性をはねた事故では、民事裁判で 9521 万円の賠償が確定

した。しかし、保護者（母親）は、無保険だったために自己破産となった。 

12）横浜市で女子高生が、看護師の女性に追突した事故では、民事で 5000 万円の賠償を命じた。 

13）大阪市で男性が、夜間に無灯火で短大講師をはねた事故では、2500 万円の賠償を命じた。 

14）運転者が未成年の場合には、保護者に支払い義務が生じ、親が自己破産するケースもある。 

15）自転車保険は、最大年間 3000 円で、賠償限度額 1 億円の保険がある。 

16）とにかく、自転車に乗る人は自転車保険に加入することをお勧めする。 

 

３．次回の予定 

1）2/26（第 4 水曜日）14 時から。 

2）テーマを、各自持参して下さい。 

以上 
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